
 

 

 

 

 

 

 

 

・教員と生徒及び生徒相互の人間関係を深めるとともに、生徒自身が、人間としての生き
方について自覚を深めさせる。 

・家庭、地域社会との連携を図りながら、ボランティア活動や社会体験活動などの豊かな
体験を通して生徒の内面に根ざした道徳性の育成を図る。 

・道徳的価値を自覚させ、よりよく生きるための道徳的実践力を育成する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                     

                

 

 

 

 

 

 

記入例 

＜１年生では＞ 

・より良い生活習慣を身に付け、望ましい人間関係を確立する。 

＜２年生では＞ 

・互いに助け合い、ルールを守ることにより、集団生活を向上させる。 

＜３年生では＞ 
・互いの人格を尊重する態度を育て、生きることの本質と意義を深める。 

 

〈ﾎｰﾑの方からの返事〉 

 すてきな絵をありがと

う。バレー部で頑張って

ください。 

 勉強もたくさんやって

ください。 

 私は、７３歳になりま

す。いつも若い気分で過

ごしています。 

養護老人ホームに「暑中見舞いカード」を届けました。 

〈福祉委員の声〉 

暑中見舞いカー

ドをとても喜んで

いただけたので、う

れしかったです。 

中にはカードを

見て、泣いていた人

もいらっしゃり、と

てもやりがいのあ

る仕事だなと感じ

ました。 

良い経験になり

ました。 

○ 毎年「暑中見舞いカード」と「クリスマスカード」を生徒

全員で書いて、福祉委員会の生徒が市内の「養護老人

ホーム」に届ける活動をしています。 

○ ６月と１１月の資源回収は、生徒、教師、地域の人が共

に働く場として捉え、地域の一員であるという自覚を高

めさせたいと考えています。  

「暑中見舞いカード」の作成 


